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家電エコポイント事業
環境寄附対象団体　事業報告書

　
　
　（登録されている対象分野を選択してください）

理事長　仁連孝昭
 報告者

（役職・氏名）

報告日A009 2011.9.26

特定非営利活動法人エコ村ネット
ワーキング

当初想定の
環境寄附の

使い途
寄附金額

　環境寄附をどのような活動内容に充てたのか、400字以内厳守でご記入ください。
　また、環境寄附の使用対象を明確にし、できる限りその使用対象への成果を明示してください。

0749-28-9853/info@eco-mura.net
活動ホームページ

（ＵＲＬ）
http://www.eco-mura.net

持続可能なコミュニティの普及啓発事業

平成22年5月 平成23年4月振込分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      合計：

実践型の普及啓発事業のための準備に必要な資材
の調達

 ■ポイント取得者からの環境寄附：

 ■交換商品提供事業者からの環境寄附（全団体に均等配分された寄附）：

10万

寄附額５
（円以上）

¥733,480

 ■交換商品提供事業者からの環境寄附（個別指定を受けた寄附）：

¥265,141

¥468,339

実際の
環境寄附の

使い途
　

（使用対象
及び成果等）

普及啓発のためのセミナー、シンポジウムのための
外部講師招聘のための交通費および謝礼

寄附額

　　　※カタログ等で公開されている当初想定の「環境寄附の使い途」に沿った活動に関する報告をお願いします。
　　　※別紙「記入例」を参考の上、活動時期・期間、活動規模なども合わせてご記入下さい。
　　　※寄附額毎に異なる使い途を設定されている場合は、それぞれの活動内容をご記入ください。

普及啓発のためのセミナー実施に伴う会場借り上げ
料および資料代

寄附額３から４の
使い途

当会では、持続可能な社会をコミュニティから実現するための普及啓発事業をセミナーやシンポジウム、
印刷物の普及などにより実施しています。22年度は講演会「クリエイティブ経済　そのチャンスと未来」をブ
ラジルから講師を招いて開催し、23年度は7月に「地域からつくる　ストレスのない、気取らない暮らし」を開
催しました。11月の講演会には41名、7月には90名の方々にご参加いただきました。
当会のセミナーは無料で開催しております。皆様からご寄付いただいた733,480円より254,140円は、これら
セミナーの運営資金として、講師謝礼・交通費、会場費、チラシ・資料印刷代等に当てさせていただきまし
た。今年度ももまたセミナーの開催を予定しており、今回いただいたご寄付の一部は次回セミナーに使用
させていただきます。今後はさらに、皆様に興味を持ってご参加いただけるようなセミナーを企画していき
たいと存じます。

寄附額１から２の
使い途

寄附額５の
使い途

a. 地球温暖化防止 b. リサイクル・廃棄物対策 c. 自然保護・生物多様性保全

d. 森林の保全・緑化 e. 大気・水・土壌環境の保全、化学物質対策

f. 環境教育・人材育成 g. グリーン購入 h. 助成・トラストを行う団体

j. カーボン・オフセットなどの事業・プロジェクト
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